鹿児島県ＳＨＯＣＨＵ市場開拓事業
「鹿児島焼酎ＰＲフェア」業務委託
公募型企画提案募集要領
１　事業の目的

本事業は、首都圏及び本県を訪れるインバウンド観光客を主な対象として、鹿児島県産本格焼酎（以下「鹿児島焼酎」という。）の魅力を体験できる機会の創出や戦略的な情報発信を通じて、国内外における認知度向上及び消費拡大を図り、海外市場における需要拡大と輸出額の増加につなげることを目的とする。

具体的には、次の３つの視点から事業を実施する。

（１）体験機会の創出

都内及び県内のバー等において「鹿児島焼酎ＰＲフェア」を開催し、鹿児島焼酎のテロワール（風土、歴史、原料、製法等に由来する個性や魅力）や多様な飲み方を体験できる機会を創出することで、理解促進と新たな消費機会の創出を図る。

（２）情報発信の強化

ＳＮＳやＷｅｂメディア等を活用し、フェア開催前から開催後まで切れ目のない情報発信を実施することで、フェアへの誘客や話題性を創出するとともに、継続的な関心喚起と消費拡大につなげる。

（３）継続消費の促進

帰国後も自国において鹿児島焼酎を購入できる環境を整備するため、取扱店舗やＥＣサイト等の情報を提供し、継続的な消費の定着と海外市場における需要拡大を図る。


２　事業概要

（１）事業名

鹿児島県ＳＨＯＣＨＵ市場開拓事業「鹿児島焼酎ＰＲフェア」
（２）委託上限額

２７，０００千円以内（消費税及び地方消費税を含む）

※本金額は契約予定価格ではなく、事業規模を示すものである。
（３）履行期間

契約締結日から令和９年３月10日（水）まで
（４）事業実施体制

本事業は、鹿児島県から鹿児島県酒造組合への委託事業として実施し、事業運営については、公募型企画提案方式により受託事業者を選定する。


３　企画提案に求める事項

受託事業者は、以下の基本方針を踏まえ、効果的かつ実現性の高い企画を提案すること。
（１）鹿児島焼酎ＰＲフェアの実施

ア　実施時期

インバウンド需要が高まる令和８年12月から令和９年２月までの期間において、首都圏及び県内でそれぞれ１週間以上実施すること。

イ　フェアのコンセプト

「インバウンド客の嗜好に合わせた、新たな焼酎体験の提供」

ウ　重点ターゲットと展開場所
　　　○首都圏（都内バー等）：欧米（米・英など）からのインバウンド客

　　　○県内（ホテルバー等）：アジア（韓・台など）からのインバウンド客
　　　＜選定理由＞

　　　○欧米市場（米・英）

　　　　・米国は本県最大の輸出先であり、バー文化が成熟。英国は伝統的なパブ文化が根付く国。両国から首都圏への来訪者数が多い。（全体の約20％）
　　　　・カクテル文化の広がりや低アルコール志向を背景に、個性的な蒸留酒　　　　　　として焼酎への関心が高まっている。

　　　○アジア市場（韓・台）

　　　　・韓国、台湾は本県の主要な輸出先であり、韓国は比較的度数の低い酒類、
台湾は度数の高い酒類が好まれる。
　　　　・本県への来訪者数が多く（全体の約48%）、現地での飲酒スタイル（ソ　　　　　　ーダ割り、ストレート等）との親和性を訴求しやすい。

エ　実施内容（必須事項）

次の内容を含めて提案すること。

①鹿児島焼酎のテロワール体験の提供
　　　　　バーテンダーによる接客を通じて、鹿児島焼酎のテロワール（風土や　　　　　　歴史、原料、製法等に由来する個性や魅力）や、多様な飲み方（お湯　　　　　　割り、水割り、ロック、ストレート、ソーダ割り、カクテル等）を積　　　　　　極的に紹介し、鹿児島焼酎の注文促進につなげる。

②ターゲット市場の嗜好に合わせたオリジナルカクテルの開発及び提供

　　　　　鹿児島焼酎の新たな楽しみ方として、ターゲット国・地域の嗜好に合　　　　　　わせたオリジナルカクテルを開発・提供し、「焼酎はカクテルとして　　　　　　も楽しめる現代的な酒」という新たな価値を提案する。

　　　　　また、フェア終了後も店舗の定番メニューとして継続的に提供するこ　　　　　　とで、「鹿児島焼酎カクテルが飲める店」としてのブランド化を図り、　　　　　　訪日客の再来店や口コミによる認知拡大、さらには鹿児島焼酎の継続　　　　　　的な消費拡大につなげる。

③多言語コンテンツ（メニュー、動画、レシピ等）の制作及び発信

　　　　　メニュー、レシピ、紹介動画等のコンテンツを多言語で制作し、店内　　　　　　での放映やＳＮＳ等を活用して鹿児島焼酎の魅力を発信する。
④帰国後の購入導線（ＥＣサイト、取扱店舗等）の整備

　　　　　参加者に対し、自国における鹿児島焼酎の取扱店舗やＥＣサイト等の　　　　　　情報を提供し、帰国後の継続的な購入・消費につなげる。

⑤メディア及びＫＯＬを活用したＰＲイベントの実施
　　　　　フェア開催前にメディア及びＫＯＬを対象としたＰＲイベントを実施　　　　　　し、話題性の創出と情報拡散を図る。

　　　　　また、フェア期間中は、来店したインバウンド客へのインタビュー動画や体験コンテンツ等をSNSで発信し、フェア終了後も継続的な認知拡大　と消費喚起につながる情報発信を行う。

なお、フェア終了後も継続的な消費につながる仕組みづくりについて提案すること。
（２）戦略的な情報発信

フェア開催前、開催期間中及び開催後の３段階に分け、ターゲット国・地域の訪日旅行者に対し、戦略的かつ継続的な情報発信を実施し、「鹿児島焼酎カクテルを飲んでみたい」「また飲みたい」と感じてもらうことで、継続的な認知拡大及び消費促進を図る。
ア　開催前
①旅行サイトや観光メディアへの記事広告掲載 
　　　　旅行サイトや観光メディアへの記事広告掲載により、鹿児島焼酎の魅力　　　　　やフェアの開催情報を発信し、来店意欲を醸成する。

②Ｗｅｂ広告、ＳＮＳ広告、ＫＯＬの活用 

　　　  Ｗｅｂ広告、ＳＮＳ広告及びインフルエンサー（ＫＯＬ）を活用し、訪日前　　　　　の旅行検討層に対して、鹿児島焼酎カクテルの魅力や参加店舗の情報を　　　　　発信する。

③宿泊施設、旅行会社、観光案内所等との連携 

　　　 宿泊施設、旅行会社、観光案内所等と連携し、多言語による情報発信を　　　　　 行うとともに、訪日客の旅行動線上でフェア情報への接触機会を創出する。

イ　開催期間中

①ＳＮＳによる体験コンテンツの発信 
来店客の体験動画やオリジナルカクテルの紹介動画等をＳＮＳで随時発　　　　　 信し、話題性の創出と情報拡散を図る。
②多言語店舗マップの作成・配布及びＱＲコードを活用した情報提供
　　　 多言語対応の店舗マップを作成・配布するとともに、ＱＲコードを活用　　　　　 して参加店舗やメニュー情報等を提供し、店舗間の周遊を促進する。

③口コミ及びＳＮＳ投稿の創出 

　　　 参加店舗において、鹿児島焼酎のテロワールやオリジナルカクテルの魅　　　　　 力を発信し、ＳＮＳ投稿や口コミの創出につなげる。

ウ　開催後

①オリジナルカクテルや参加店舗の継続的な発信 
　　　 オリジナルカクテルのレシピや提供店舗情報をＳＮＳや特設サイト等で　　　　  　継続的に発信し、再来店や口コミによる認知拡大を図る。

②定番メニュー化によるブランド定着 

　　　 参加店舗において、オリジナルカクテルを定番メニューとして継続的に　　　　　 提供し、「鹿児島焼酎カクテルが楽しめる店」としてブランド化を図る。

③ＥＣサイト等への誘導による継続購入の促進 

　　　 自国での取扱店舗やＥＣサイト情報を発信し、帰国後も鹿児島焼酎を購　　　　　 入できる環境を整備することで、継続的な消費につなげる。
（３）成果目標（ＫＰＩ）の設定
受託事業者は、以下の指標を基本として具体的な数値目標を設定し、効果検証手法とあわせて提案すること。

ア　フェア実施指標

・フェア開催店舗数 

・フェア開催日数 

・フェア参加者数（インバウンド客数） 

・鹿児島焼酎提供杯数 
・オリジナルカクテル提供杯数 

イ　情報発信指標

・ＳＮＳ投稿件数 

・ＳＮＳリーチ数 

・エンゲージメント数 

・動画再生回数 

・メディア掲載件数 

・ＫＯＬ発信件数及びリーチ数 

・特設サイト閲覧数 

ウ　継続消費指標

・多言語店舗マップ閲覧数 

・ＱＲコード読取数 

・ＥＣサイト等への遷移数 

・取扱店舗情報の閲覧数 

・フェア終了後の定番メニュー化店舗数 

エ　効果検証指標

・来場者満足度 

・「再度飲みたい」と回答した割合 

・「帰国後に購入したい」と回答した割合 

・「鹿児島焼酎への理解が深まった」と回答した割合 



４　企画提案において特に評価する事項（評価項目例）

提案内容については、次の観点を総合的に評価する。

（１）インバウンド市場分析の妥当性 

（２）ターゲット国・地域の嗜好を踏まえた企画の独創性 

（３）鹿児島焼酎のテロワールを効果的に訴求する内容となっているか 

（４）話題性及びＳＮＳ拡散力が期待できるか 

（５）帰国後の継続購入につながる仕組みが構築されているか 

（６）ＫＰＩ設定及び効果検証手法の妥当性 

（７）実施体制及び事業遂行能力 

（８）費用対効果及び実現可能性 



５　実績報告

受託事業者は、事業終了後、実績報告書を作成し、鹿児島県酒造組合へ提出すること。
実績報告書には、次の事項を記載すること。
（１）フェア実施概要（写真を含む） 

（２）参加者数及びターゲット国・地域別の参加状況 

（３）オリジナルカクテルの提供実績及び反響 

（４）情報発信の実施内容及び実績 

（５）ＫＰＩの達成状況及び効果検証結果 

（６）今後の課題及び継続的な消費拡大に向けた提案 

（７）その他、鹿児島県酒造組合が指示する事項 

